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三つの大きな課題 
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まずはコレから！！



魅力ある町づくりのために 
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●平成27年度に河合町の住みやすさを前面に押し出した人口減少対策の計画書「河合町街
再生総合戦略」を策定
●「活気」「絆」「誇り」「魅力」「自立」の５つの大きな目標を掲げ人口減少対策に取り
組んでいる

「活気」のある河合
町になってほしい

「絆」でつながる河合
町になってほしい

「誇り」を持てる河合
町になってほしい

「魅力」が光る河合町
になってほしい

地域主権確立のために



河合町の住みやすさ（ポテンシャル）
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西大和学園

池部駅 佐味田川駅 大輪田駅法隆寺インター

県営馬見丘陵公園

ナガレ山古墳

認定こども園　※イメージ図 イオンシネマ西大和 イオン西大和店



次のステップ （更なる発展へ）
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教育のまちファシリティマネジメント 子育て環境

河合第三小学校の跡地利活用
（校舎、体育館、運動場）

・防災拠点に
・中央公民館、中央体育館に
・生涯学習の場に
など複合的な機能を備えるこ
とはできないか

●自分のこれまでの経験を生かした視点・発想で河合町のポテンシャルを高める
●多世代が交流し、安心して快適に暮らせるまちづくり

例えば・・・

河合第三小学校

・小中連携教育

イングリッシュ　エデュ
ケーション　プログラム

・町立小学校にＩＣＴ教育
・西大和学園との連携

ICT教育（タブレッドを活用した授業）

・認定こども園（2020年４
月開園）

・県営馬見丘陵公園とのコラ
ボイベント

認定こども園イメージ図

県営馬見丘陵公園



魅力発信の拠点として
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●「魅力ある町づくり」のためには、河合町の魅力を町内外に発信するための拠点が必要

●近鉄池部駅周辺を軸とした河合町の「顔」を形成

■■近鉄池部駅前エリアの活性化■■
多数の公共施設を有するエリアであるうえに、
県営馬見丘陵公園の最寄り駅で、特に町外来
訪者の玄関口のため、町の楽しさや暮らしや
すさをPRする情報発信の拠点整備を、奈良県
と連携し形成できないか

近鉄池部駅周辺エリア
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